








5 結論 

1)巣状糸球体硬化症の8例と成人12例について臨床および腎組織所見と予後を比較検討し

た。 

2)性別では、小児例が男女同数に対し、成人例は 10:2 と男性優位であった。 

3)初回腎生検時では、成人例で高血圧または腎機能低下例が多くみられた。 

4)小児例で腎機能は成人例に比しよく保持される傾向にあったが、反復再燃例が目立った。 

5)尿細管・間質病変や動脈硬化の存在は予後の悪い成人例にみられた。 

6)分節状硬化の部位による予後の差異は、小児例、成人例いずれも明らかではなかった。 


